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優
生
手
術
を
考
え
る
道
民
集
会

実
態
解
明
、被
害
者
へ
の

謝
罪
と
早
期
救
済
を
求
め
て

　

６
月
16
日
（
土
曜
日
）、
札
幌
市
に
て
、

Ｄ
Ｐ
Ｉ
（
障
害
者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
が
主
催
す
る
標
記
の
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
援
団
体
に
は
、「
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
」
を
は
じ
め
、「
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
」「
ろ
う
あ
連
盟
」「
肢
体
不
自
由
児
者

福
祉
連
合
会
」「
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

を
守
る
会
」「
精
神
障
害
者
回
復
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
」「
障
が
い
者
の
生
活
と
権
利
を
守

る
北
海
道
連
絡
協
議
会
」
が
名
を
連
ね
、
主

催
者
の
依
頼
に
よ
り
、
佐
藤
会
長
が
次
の
よ

う
な
指
名
発
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
『
ま
ず
は
、
強
制
不
妊
手
術
と
い
う
人
権

侵
害
に
自
ら
名
乗
り
出
て
、
裁
判
を
起
こ
さ

れ
た
方
々
の
勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

超
党
派
に
よ
る
国
会
議
員
連
盟
の
発
足
等

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
は
「
当
時
は

合
法
だ
っ
た
」
と
請
求
の
棄
却
を
求
め
る
方

針
の
よ
う
で
す
。と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
真
摯
に
反
省
す
る
こ
と
な
く
、
差

別
や
偏
見
を
な
く
す
道
は
な
い
と
考
え
る
か

ら
で
す
。
私
た
ち
は
、
過
去
の
過
ち
に
よ
っ

て
、
人
生
が
狂
っ
て
し
ま
っ
た
方
々
に
、
し

っ
か
り
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

優
生
手
術
の
根
本
に
は
、
無
知
か
ら
く
る

人
間
へ
の
差
別
と
偏
見
が
あ
り
ま
す
。
２
年

前
、「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
」
で
起
き
た
凄

惨
な
事
件
。
植
松
容
疑
者
は
「
障
が
い
者
は

生
き
て
い
る
価
値
が
な
い
」
と
し
て
19
名
も

の
命
を
奪
い
ま
し
た
。「
障
が
い
者
を
抹
殺

す
る
」
な
ど
と
い
う
主
張
は
、
到
底
認
め
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、も
う
一
つ
、

こ
の
事
件
で
は
、
大
事
な
課
題
を
我
々
に
示

し
ま
し
た
。
遺
族
の
意
向
で
被
害
者
の
氏
名

が
非
公
表
と
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
被
害
者
が

二
次
差
別
を
恐
れ
た
の
で
す
。

　

障
が
い
児
者
を
持
つ
親
も
、
我
が
子
の
障

が
い
を
認
め
る
に
は
、
や
は
り
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
障
が
い
者
の
側
に
い
る
の
か
、
い

わ
ゆ
る
普
通
の
人
の
側
に
い
る
の
か
は
大
き

な
問
題
で
あ
り
、
障
が
い
の
程
度
や
、
そ
の

種
別
に
さ
え
一
喜
一
憂
し
、
他
の
子
と
比
較

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。差
別
は
、

沈
殿
し
、
人
間
の
心
を
む
し
ば
ん
で
い
き
ま

す
。

　

心
が
暗
く
な
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く

と
き
、
私
は
「
育
成
会
」
が
結
成
さ
れ
た
当

時
の
次
の
よ
う
な
議
論
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　

１
９
５
２
年
育
成
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た

が
、
い
つ
も
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
会

の
名
称
で
す
。
日
本
国
憲
法
が
で
き
た
ば
か

り
で
、
日
本
は
、
ま
だ
ま
だ
古
い
因
習
や
無

知
か
ら
来
る
偏
見
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
し

た
。
例
え
ば
、
特
殊
学
級
の
設
置
を
め
ぐ
っ

て
、
伝
染
す
る
か
ら
自
校
に
置
く
の
は
反
対

と
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
猛
烈
な
運
動
や
、
特
殊
学
級

と
普
通
学
級
と
の
間
に
鉄
条
網
を
張
る
な

ど
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
無
知
と
偏
見
が

世
の
中
を
覆
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
時
、
会
員
で
あ
り
弟
に
障
が
い
の

あ
る
東
大
の
重
田
医
師
が
、
結
核
予
防
運
動

に
例
を
引
き
、「
か
つ
て
は
遺
伝
と
し
て
恐

れ
ら
れ
て
い
た
結
核
も
、
そ
の
名
を
恐
れ
ず

に
口
に
し
、
旗
印
を
掲
げ
て
運
動
を
始
め
て
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平
成
30
年
度

一
般
社
団
法
人

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
定
時
総
会

育
成
会
運
動
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、

　
新
た
な
未
来
見
据
え
、

共
に
歩
む
仲
間
を
迎
え
よ
う

　

平
成
30
年
度
定
時
総
会
は
、
５
月
28
日
㈪
午
後
１

時
か
ら「
か
で
る
２
・
７
」に
お
い
て
、遠
く
は
、網
走
、

標
茶
、
函
館
等
、
全
道
各
地
か
ら
34
名
の
方
々
が
出

席
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
佐
藤
会
長
よ
り
、
昨
年

９
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
４
回
育
成
会
連
合
会
全
国

大
会
、
北
海
道
札
幌
大
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
地

区
育
成
会
に
お
け
る
種
々
の
活
動
に
、
多
く
の
会
員

の
参
加
と
、
そ
れ
ら
を
支
え
た
役
員
の
方
々
の
献
身

的
な
活
動
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
成

報

告

功
に
導
く
こ
と
が
で
き

た
こ
と
。
同
時
に
、
陰

で
支
え
て
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
方
々
、
そ
し

て
関
係
機
関
に
対
し
、

心
か
ら
の
お
礼
と
慰
労

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
優
生
保
護

法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ

た
強
制
不
妊
手
術
に
つ

い
て
は
、
全
国
の
被
害

者
の
中
で
、
群
を
抜
い
て
北
海
道
が
多
く
、
本
会
と

し
て
も
、
権
利
擁
護
の
立
場
か
ら
、
関
係
す
る
団
体

と
広
く
連
携
し
、参
加
し
、発
言
を
し
て
い
く
こ
と
。

さ
ら
に
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
依
然
と
し
て

課
題
は
少
な
く
な
い
現
状
が
あ
り
、
本
会
に
対
す
る

期
待
は
む
し
ろ
強
く
、
そ
う
し
た
声
に
、
願
い
に
応

え
る
こ
と
の
で
き
る
組
織
を
め
ざ
す
た
め
、
全
道
の

会
員
の
皆
様
の
知
恵
と
力
を
お
借
り
し
、引
き
続
き
、

全
力
を
尽
く
す
と
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
ご
来
賓
と
し
て
、
次
の
方
々
に
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

障
が
い
者
支
援
担
当
局
長　

植
村　
　

豊
様

　
　
　
（
代
理：障
が
い
者
保
健
福
祉
課
長
東
秀
明
様
）

　

北
海
道
教
育
庁
学
校
教
育
局

特
別
支
援
教
育
担
当
局
長　

磯
貝　

隆
之
様

　

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

　

会
長　

長
瀬　
　

清
様

　
　
　
（
代
理
：
社
協　

常
務
理
事　

中
川
淳
二
様
）

　

北
海
道
知
的
障
が
い
児
者
福
祉
協
会

会
長　

荒　
　

洋
一
様

　
　
　
（
代
理：福
祉
協
会　

常
務
理
事　

加
藤
勲
様
）

　

北
海
道
障
が
い
者
職
親
連
合
会

会
長　

清
宮　

壱
博
様

　
　
　
（
代
理：連
合
会　

事
務
局
長　

支
倉
光
一
様
）

　
　
　

＊�

北
海
道
共
同
募
金
会
様
に
つ
き
ま
し
て

は
、理
事
会
と
重
な
り
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
皆
様
を
代
表
し
、
お
二
人
の
方
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局
障
が
い
者
保

健
福
祉
課　

東
秀
明
課
長
様
か
ら
は
、
平
成
30
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
二
つ
の
条
例
、『
北
海
道
意

か
ら
飛
躍
的
に
正
し
い
知
識
が
普
及
し
、
対
策
も
進

ん
だ
」
と
説
き
、「
勇
気
を
持
っ
て
「
精
神
薄
弱
児
」

を
会
の
名
に
冠
し
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
主
張
、「
精

神
薄
弱
児
育
成
会
」
が
会
の
名
称
の
第
一
候
補
に
な

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
差
別
や
偏
見
が
大
き
か
っ
た
時
代
、
問

題
に
気
づ
き
、
こ
れ
と
取
り
組
む
使
命
感
に
燃
え
た

人
が
中
心
に
な
っ
て
全
国
育
成
会
が
組
織
さ
れ
ま
し

た
。
今
、
様
々
な
差
別
、
偏
見
ヘ
イ
ト
に
立
ち
向
か

う
と
い
う
こ
と
で
は
、
66
年
前
と
同
じ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
を
大

事
に
す
る
高
い
志
と
、
熱
い
行
動
、
連
帯
の
人
の
輪

だ
と
思
う
の
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、

皆
さ
ん
の
志
を
支
援
し
、
共
に
声
を
挙
げ
て
い
く
こ

と
を
お
約
束
し
、
発
言
を
終
わ
り
ま
す
。』

　

指
定
発
言
に
先
立
ち
、「
旧
優
生
保
護
法
と
優
生

手
術
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
花
岡
氏
（
道
保
健

福
祉
部
子
ど
も
未
来
推
進
局
長
）・
岸
田
氏
（
優
生

保
護
法
被
害
者
北
海
道
弁
護
団
弁
護
士
）徳
永
氏（
参

議
院
議
員
）
中
村
氏
（
衆
議
院
議
員
）
５
名
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

※�

本
年
５
月
、
国
に
損

害
賠
償
を
求
め
、
札

幌
地
裁
に
提
訴
し
た

小
島
喜
久
夫
さ
ん
は

札
幌
育
成
会
の
会
員

で
す
。
今
後
、
お
話

を
伺
う
な
ど
し
て
、

げ
っ
ぽ
う
紙
面
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
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知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
意
思
疎
通
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
の
支
援
を
、
よ
り
一
層
進
め
て
い
こ

う
と
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
条
例
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
も
、
広
く
周
知
を
図
る
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
北
海
道
障
が
い
福
祉
計
画
の

目
的
で
あ
る
、
希
望
す
る
全
て
の
障
が
い
者
が
、
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
、
引
き
続
き
、
皆
様
と
協
働
し
て
取
り
組
む
覚

悟
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。」

　

ま
た
、
北
海
道
教
育
庁
学
校
教
育
局
特
別
支
援
教

育
担
当
局
長　

磯
貝
隆
之
様
か
ら
は
、
平
成
30
年
３

月
、
今
後
５
年
間
を
見
据
え
た
「
特
別
支
援
教
育
基

本
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
平
成
19
年
４
月
、
特
別
支
援
教
育
が
学
校
教
育

法
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒

の
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
た
主
体
的
な
取
り
組
み

を
支
援
す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
一
人
一
人
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
、
そ
の
持
て
る
力
を
高
め
、
生

活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
又
は
克
服
す
る
た
め
、

適
切
な
指
導
及
び
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
10
年
が
経
過
し
、こ
の
間
の
取
り
組
み
を
総
括
、

次
に
つ
な
ぐ
内
容
を
整
理
し
、
基
本
計
画
に
盛
り
込

み
ま
し
た
。
例
え
ば
、
小
、
中
、
高
の
円
滑
な
つ
な

が
り
、
切
れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
指
導
を
め
ざ
す
こ

と
。
ま
た
、
基
礎
的
環
境
整
備
に
つ
い
て
も
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
へ
の
夢
を
実
現

す
る
た
め
、
精
一
杯
の
支
援
を
お
約
束
し
ま
す
。」

　

ご
来
賓
の
退
席
後
、
事
務
局
よ
り
、「
定
款
第
18

条
に
よ
り
、
道
内
育
成
会
の
過
半
数
の
出
席
が
認
め

ら
れ
、
総
会
が
成
立
し
て
い
る
」
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
内
訳
は
、
道
育
成
会
加
入
の
87
地
区
育
成

会
（
親
の
会
）
中
、
出
席
育
成
会
34
地
区
に
加
え
、

委
任
状
に
よ
る
出
席
育
成
会
37
地
区
、
合
計
71
地
区

育
成
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
議
長
の
選
出
に
あ
た
っ
て
は
、
伊
達
市
、

思
疎
通
支
援
条

例
』・『
手
話
言

語
条
例
』
に
つ

い
て
次
の
よ
う

な
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
本
条
例
は
、

障
が
い
の
あ
る

方
に
よ
っ
て
、

色
々
な
意
思
疎

通
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）

の
方
法
が
あ
る

こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
道
民
の

皆
さ
ん
に
広
く

署
名
人
に
は
、
総
会
参
加
者
の
総
意
の
下
、
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
栗
山
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
若
林
富
士

女
様
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
別
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
東

則
子
様
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

で
は
こ
れ
よ
り
、
総
会
の
議
題
、
審
議
内
容
に
つ

き
ま
し
て
報
告
し
ま
す
。

【
審
議
事
項
に
つ
い
て
】

平
成
29
年
度
　
事
業
報
告
（
要
旨
）

議
案
第
１
号

　

昨
年
度
は
「
第
４
回　

全
国
育
成
会
連
合
会
全
国

大
会
・
第
62
回　

北
海
道
育
成
会
全
道
大
会
」
を
開

催
。
主
催
団
体
と
し
て
全
国
、
北
海
道
、
札
幌
市
育

成
会
が
共
同
し
、
道
内
各
育
成
会
の
支
援
を
力
に
１

７
０
０
名
に
及
ぶ
参
加
者
を
得
て
大
き
な
成
功
を
収

め
ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
大
会
が
全
国

か
ら
様
々
な
事
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
、
一
人
ひ
と

り
の
生
命
の
重
さ
に
思
い
を
は
せ
、
社
会
的
な
障
壁

を
克
服
し
、
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
う
、

共
生
社
会
を
め
ざ
す
上
で
、
新
た
な
決
意
を
抱
く
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
、
ご

協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
の
間
、
全
国
的
に
は
、
一
昨
年
の
津
久
井
や
ま

ゆ
り
園
に
生
起
し
た
19
名
も
の
入
所
者
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
た
事
件
、
本
年
１
月
、
か
つ
て
不
妊
手
術
を

強
制
さ
れ
た
と
し
て
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
施

策
の
重
大
な
過
ち
、
全
容
の
解
明
、
全
て
の
対
象
者

へ
の
謝
罪
・
補
償
を
求
め
国
に
対
し
訴
訟
を
起
こ
し

ま
し
た
。

手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
会
長
の
松
倉
一

男
様
が
選
出
さ

れ
、
大
変
丁
寧
な

進
行
の
も
と
、
提

案
さ
れ
た
各
議
題

に
つ
き
ま
し
て

は
、
す
べ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
録
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議案第２号　平成29年度収支決算書（正味財産増減計算書内訳書）
平成29年４月１日から平成30年３月31日まで　 （単位：円）

科　　　　目 全　会　計
予算額 決算額 差　異

一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　⑴経常収益
　　特定資産運用益 1,000 792 208
　　会費収入 4,231,000 4,207,700 23,300
　　受取補助金 9,336,000 9,436,240 △100,240
　　受取委託費 6,448,000 6,448,000 0
　　機関紙頒布収入 4,208,000 4,059,110 148,890
　　雑収入 227,000 697,986 △470,986

経常収益計１ 24,451,000 24,849,828 △398,828
　⑵経常費用
　事業費 14,758,000 16,870,956 △2,112,956
　　職員費 3,815,000 4,095,362 △280,362
　　賃金 1,260,000 1,260,000 0
　　会議費 30,000 24,170 5,830
　　旅費交通費 650,000 515,580 134,420
　　通信運搬費 300,000 212,755 87,245
　　手数料 17,000 10,260 6,740
　　消耗品費 25,000 3,888 21,112
　　印刷製本費 1,078,000 1,000,404 77,596
　　諸謝金 0 0 0
　　助成金 6,813,000 9,080,880 △2,267,880
　　研修費 650,000 547,657 102,343
　　委託費支出 120,000 120,000 0
　管理費 10,565,000 10,372,866 192,134
　　職員費 1,635,000 1,755,157 △120,157
　　福利厚生費 30,000 0 30,000
　　会議費 100,000 94,790 5,210
　　旅費交通費 1,800,000 1,505,030 294,970
　　通信運搬費 370,000 311,140 58,860
　　手数料 120,000 77,272 42,728
　　消耗什器備品費 50,000 27,734 22,266
　　消耗品費 4,609,000 4,606,244 2,756
　　使用料・賃借料 561,000 538,118 22,882
　　負担金 660,000 615,200 44,800
　　委託費 540,000 317,520 222,480
　　支払利息支出 0 0 0
　　雑費 90,000 524,661 △434,661
経常費用計（事業費＋管理費） 25,323,000 27,243,822 △1,920,822
　評価損益調整前当期増減額 △872,000 △2,393,994 1,521,994
　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 14,758,000 16,870,956 △2,112,956
２．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　経常外収益計 0 0 0
　⑵経常外費用
　　経常外費用計 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 △872,000 △2,393,994 1,521,994
　　一般正味財産期首残高 0 32,106,950 △32,106,950
　　一般正味財産期末残高 △872,000 29,712,956 △30,584,956

貸借対照表
平成30年３月31日現在

一般社団法人　北海道手をつなぐ育成会 （単位：円）
科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　現金預金 504,169 1,326,309 △822,140
　　　普通預金 504,169 1,326,309 △822,140
　　未収金 505,000 505,000 0
　　前払金 0 1,514,537 △1,514,537
　　流動資産合計 1,009,169 3,345,846 △2,336,677
　２．固定資産
　　⑴基本財産
　　　定期預金 1,000,000 1,000,000 0
　　基本財産合計 1,000,000 1,000,000 0
　　⑵特定資産
　　　夢基金 3,522,276 3,521,977 299
　　　財政調整基金 24,314,567 24,314,074 493
　　特定資産合計 27,836,843 27,836,051 792
　　⑶その他固定資産
　　　什器備品 2 2 0
　　その他固定資産合計 2 2 0
　　固定資産合計 28,836,845 28,836,053 792
　　資産合計 29,846,014 32,181,899 △2,335,885
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　預り金 133,058 74,949 58,109
　　流動負債合計 133,058 74,949 58,109
　　負債合計 133,058 74,949 58,109
Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産
　　指定正味財産合計 0 0 0
　２．一般正味財産 29,712,956 32,106,950 △2,393,994
　　（うち基本財産への充当額） 1,000,000 1,000,000 0
　　（うち特定資産への充当額） 27,836,843 27,836,051 792
　　正味財産合計 29,712,956 32,106,950 △2,393,994
　　負債及び正味財産合計 29,846,014 32,181,899 △2,335,885

　

差
別
や
虐
待
等
の
事
件
、
他
に
も
障
害
年
金
の
不

支
給
、地
域
間
格
差
の
問
題
な
ど
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

他
方
、
道
内
に
お
い
て
は
、
過
疎
等
に
よ
る
地
域

の
変
化
、
役
員
の
高
齢
化
、
会
員
の
減
少
等
に
よ
っ

て
、
深
刻
な
困
難
を
訴
え
る
育
成
会
が
増
え
、
道
育

成
会
と
し
て
は
「
育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会
」
に

お
い
て
検
討
を
重
ね
、
課
題
の
解
決
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
『
活
性
化
対
策
の
検
討
報
告
』

（
平
成
26
年
10
月
）に
よ
る「
対
策
の
５
つ
の
方
向
」

（
①
ブ
ロ
ッ
ク
連
協
活
性
化
、
②
育
成
会
活
動
の
積

極
的
な
周
知
、
③
公
正
な
会
費
設
定
、
④
本
人
活
動

の
充
実
、
⑤
継
続
的
な
活
性
化
検
討
）
に
基
づ
き
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
検
討
・
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、必
ず
し
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、

特
に
ブ
ロ
ッ
ク
連
協
の
強
化
を
通
じ
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

や
、
小
規
模
育
成

会
へ
の
支
援
に
力

点
を
置
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
地
域
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
育

成
会
活
動
を
め
ざ

し
、
新
た
に
「
広

報
・
企
画
専
門
員

会
」等
を
設
置
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

の
広
報
・
啓
発
活

動
の
強
化
や
、
各

種
事
業
の
検
討
・

企
画
を
行
っ
て
き
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る
権
利
は
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
者
が
差
別
さ
れ
る
こ

と
な
く
社
会
参
加
が
で
き
、
地
域
の
中
で
当
た
り
前

の
暮
ら
し
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
今
あ
ら
た
め
て
声

を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
引
き
続
き
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
連
合
会
と
共
に
、
そ
し
て
、
共
生
社
会
を
め

ざ
す
様
々
な
団
体
、
個
人
と
共
同
し
、
北
海
道
に
お

け
る
育
成
会
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
通
所
事
業
所
連
絡
協

議
会
や
、
北
海
道
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協

会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
の

強
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
各
地
区
育
成
会
が
活

性
化
を
取
り
戻
す
活
動
に
会
員
の
英
知
を
結
集
し
、

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

《
Ⅱ　

本
年
度
の
重
点
》

１
．�

障
が
い
理
解
と
合
理
的
配
慮
の
普
及
・
啓
発
事

業
の
推
進

　
　

・�
特
別
研
修
「
合
理
的
配
慮
普
及
啓
発
」
事
業

の
実
施
（
札
幌
育
成
会
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

ｉ
あ

い
」
活
動
普
及
・
道
内
３
地
区
に
て
）

　
　

・�（
新
）
合
理
的
配
慮
普
及
啓
発
「
チ
ー
ム
づ

く
り
」
講
習
会
の
実
施
（
札
幌
）

２
．
道
育
成
会
「
広
報
・
情
報
活
動
」
の
充
実

　
　

・�

広
報
情
報
活
動
専
門
委
員
会
活
動
に
よ
る
広

報
紙
「
げ
っ
ぽ
う
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報

の
連
携
と
充
実

　
　

・�『
ア
ー
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
１
９
』
の
制
作

３
．
本
人
活
動
の
支
援
と
自
立
・
社
会
参
加
の
促
進

　
　

・�

本
人
の
会
全
道
交
流
会
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
研
修
事
業
、
育
成
会
全
道
大
会　

本
人

大
会
の
開
催
、
運
営
支
援

４
．�

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
活
動
の
強
化
と
地
域
育

成
会
の
活
性
化

　
　

・�

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
会
議
開
催

　
　

・�

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
に
よ
る
小
規
模
地
域

育
成
会
支
援
、
地
域
協
働
体
制
づ
く
り

　
　
　

�（
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
活
性
化
対
策
事
業

の
実
施
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
・
育
成
会
拡

大
活
動
ブ
ロ
ッ
ク
助
成
事
業
の
共
催
）

５
．�

育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会
に
よ
る
育
成
会
活

性
化
対
策
の
推
進

　
　

・�

地
区
育
成
会
の
実
態
把
握
と
活
性
化
対
策
の

推
進

　
　

・�（
新
）
北
海
道
育
成
会
共
同
墓
苑
（
仮
称
）

構
想
の
検
討

　
　

・�（
新
）「
広
報
企
画
専
門
委
員
会
」
で
の
議
論

を
踏
ま
え
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
や
「
げ
っ

ぽ
う
」
等
の
充
実
を
目
的
と
し
た
『
広
報
情

報
活
動
専
門
委
員
会
』
活
動
の
充
実

６
．�

通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
協

会
、
特
別
支
援
教
育
の
各
事
業
と
連
携
・
提
携

の
推
進

《
Ⅲ　

具
体
的
な
事
業
の
展
開
》
に
つ
い
て
は
、
紙

面
の
関
係
で
省
略
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
　
各
会
計
予
算

議
案
第
６
号

　

予
算
書
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。〈
カ
レ
ン
ダ
ー
作
製
〉、〈
チ
ー
ム
・
あ
い
〉

の
啓
蒙
活
動
等
、
一
定
の
成
果
を
得
た
と
評
価
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
益
々
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
や
北
海
道
知
的
障
害
児
者

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
と
は
、
役
員
、
担
当
者
は
も
と

よ
り
、
多
く
の
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
順
調
に
業
務

が
展
開
さ
れ
、
本
会
と
の
連
携
も
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
会
員
、
ひ
と
り
一
人
の
生
活
や
、

権
利
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
た
め
、
本
会
の
英
知
を

結
集
し
、
奮
闘
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
　
各
会
計
決
算
報
告
・

公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書

議
案
第
２
号
・
第
３
号

　

紙
面
の
関
係
も
あ
り
、
一
般
会
計
収
支
決
算
書
及

び
、
貸
借
対
照
表
を
掲
載
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
　
監
査
報
告

議
案
第
４
号

　

監
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外
山
貞
雄
監
事
が

３
名
の
監
事
を
代
表
し
、「
平
成
29
年
度
に
お
け
る

事
業
及
び
会
計
収
支
、
執
行
状
況
に
つ
い
て
監
査
を

行
い
、
い
ず
れ
も
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。」
と

の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
　
事
業
計
画
（
要
旨
）

議
案
第
５
号

《
Ⅰ　

本
年
度
の
基
本
方
針
》

　

憲
法
で
保
障
す
る
個
人
の
尊
厳
や
、
幸
福
を
求
め
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議案第６号　平成30年度収支予算書（予算対比正味財産増減計算書内訳書）
平成30年４月１日から平成31年３月31日まで　 （単位：円）

科　　　　目 全　会　計
29年度予算額 30年度予算額 差　異

一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　⑴経常収益
　　特定資産運用益 1,000 1,000 0
　　会費収入（指導誌） 8,439,000 8,285,000 △154,000
　　受取補助金 9,336,000 9,294,000 △42,000
　　受取委託費 6,448,000 6,500,000 52,000
　　雑収入 227,000 670,000 443,000

経常収益計１ 24,451,000 24,750,000 299,000
　⑵経常費用
　事業費 14,758,000 14,552,000 △206,000
　　職員費 3,815,000 3,864,000 49,000
　　賃金 1,260,000 1,260,000 0
　　会議費 30,000 30,000 0
　　旅費交通費 650,000 600,000 △50,000
　　通信運搬費 300,000 250,000 △50,000
　　手数料 17,000 17,000 0
　　消耗品費 25,000 25,000 0
　　印刷製本費 1,078,000 1,078,000 0
　　諸謝金 0 0 0
　　助成金 6,813,000 6,708,000 △105,000
　　研修費 650,000 600,000 △50,000
　　委託費支出 120,000 120,000 0
　管理費 10,565,000 10,818,000 253,000
　　職員費 1,635,000 1,656,000 21,000
　　福利厚生費 30,000 112,000 82,000
　　会議費 100,000 100,000 0
　　旅費交通費 1,800,000 1,700,000 △100,000
　　通信運搬費 370,000 370,000 0
　　手数料 120,000 100,000 △20,000
　　消耗什器備品費 50,000 50,000 0
　　消耗品費 4,609,000 4,559,000 △50,000
　　使用料・賃借料 561,000 561,000 0
　　負担金 660,000 660,000 0
　　委託費 540,000 460,000 △80,000
　　支払利息支出 0 0 0
　　雑費 90,000 490,000 400,000
経常費用計（事業費＋管理費） 25,323,000 25,370,000 47,000
　評価損益調整前当期増減額 △872,000 △620,000 252,000
　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 0
２．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　経常外収益計 0 0 0
　⑵経常外費用
　　経常外費用計 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 △872,000 △620,000 252,000
　　一般正味財産期首残高 0 0 0
　　一般正味財産期末残高 △872,000 △620,000 252,000

平
成
30
年
度

北
海
道
知
的
障
害
児
者

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
総
会

　

育
成
会
定
時
総
会
終
了
後
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
、
畑
中

会
長
か
ら
は
、
改
め
て
サ
ポ
ー
ト
協
会
発
足
の
経
過

報

告

と
そ
の
目
的
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
知
的
障
害
が
あ
る

た
め
に
保
険
に
入
れ
な

い
子
ど
も
達
の
た
め

に
、
か
つ
て
、
育
成
会

に
は
互
助
会
協
会
制
度

が
あ
り
ま
し
た
が
、
10

年
ほ
ど
前
、
保
険
業
法

の
改
正
に
よ
っ
て
事
業

の
継
続
が
困
難
と
な
り

ま
し
た
。
大
変
困
っ
て

い
た
そ
の
時
、
Ａ
Ｉ
Ｕ

保
険
会
社
様
の
ご
尽
力

で
、
子
ど
も
た
ち
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
保
障

制
度
が
設
立
さ
れ
、
併

せ
て
、
サ
ポ
ー
ト
協
会

も
発
足
し
ま
し
た
。
以

来
、
子
ど
も
や
、
青
年

た
ち
の
安
全
で
安
心
な

活
動
、
生
活
を
支
え
る

【
報
告
事
項
に
つ
い
て
】

第
63
回
　
全
道
大
会・苫
小
牧
大
会

報
告
第
１
号

　

今
年
度
は
、７
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
の
両
日
、
苫
小

牧
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
現
地
実
行
委
員
会

る
関
係
機
関
は
も
と
よ
り
、
胆
振
（
日
高
を
含
め
）

ブ
ロ
ッ
ク
の
支
援
、
ま
た
、
育
成
会
の
み
な
ら
ず
、

事
業
所
か
ら
の
支
援
、
そ
し
て
、
全
道
か
ら
協
賛
金

も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
ま

た
、
分
科
会
に
つ
い
て
も
、
担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
中
心
に
順
調
に
準
備
が
進
め
ら
れ
、
必
ず
や
、

参
加
者
の
ご
期
待
に
沿
う
内
容
と
な
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
二
日
目
に
予
定
さ
れ
る
「
田
中
康
雄
先
生
に

よ
る
記
念
講
演
」
は
、
予
想
以
上
に
反
響
が
大
き

く
、
問
合
わ
せ
等
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
大
会
の
参

加
者
目
標
は
、
７
０
０
名
。
ど
の
会
場
も
、
人
が
溢

れ
ん
ば
か
り
の
大
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
周
り

の
方
々
に
も
う
ひ
と
声
、
お
か
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。」

を
代
表
し
、
苫
小
牧
市
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
斉
藤

フ
ミ
子
会
長
よ
り
次
の
よ

う
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
大
会
の
準
備
は
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に

心
配
し
て
い
た
大
会
運
営

を
支
え
る
財
政
的
な
分
野

で
は
、
苫
小
牧
市
に
お
け
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今
後
の
予
定

７
月
10
日　

ブ
ロ
ッ
ク
連
協
事
務
局
長
会
議

７
月
28
・
29
日　

�

第
63
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

全
道
大
会　

苫
小
牧
大
会

８
月
11
日　

本
人
の
会　

全
道
交
流
会　

　
　
　
　
　

第
12
回
「
ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の
わ
」

（
会
場
：
倶
知
安
町
）

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。」

　

ご
臨
席
い
た
だ
い
た
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
北
海

道
・
東
北
地
域
事
業
本
部　

北
川
北
海
道
エ
リ
ア
統

括
部
長
様
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
北
海
道
支
店　

藤

元
支
店
長
様
の
お
二
人
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
登
別
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
山

田
事
務
局
長
に
議
長
を
お
願
い
し
、
定
款
の
変
更
を

含
め
、
提
案
事
項
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

北
海
道
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会

総
会
・
研
修
会

　

６
月
２
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
、
か
で
る
２
・
７
に

お
い
て
全
道
、
24
通
所
事
業
所
、
53
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
を
栗
山
町
「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
栗
の
木
」
の

坂
本
武
理
事
長
が
務
め
、
議
案
に
つ
い
て
は
全
て
了

承
さ
れ
、
滞
り
な
く
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
研
修
会
が
実
施
さ
れ
、
第
１
部
は
「
職

報

告

れ
、
質
問
も
含
め
、
熱
心
な
討
議
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
午
後
５
時
か
ら
は
場
所
を
移
し
、
30

名
を
超
え
る
参
加
者
で
引
き
続
き
、
意
見
交
換
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会

参
加
者
募
集
！

　

10
月
６
日
㈯
に
、
札
幌
市
の
つ
ど
ー
む
（
札
幌
市

東
区
栄
町
８
８
５
番
地
の
１
）
に
お
い
て
「
第
24
回

北
海
道
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会
」（
主

催
：
北
海
道
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
連
盟
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
正
式
競
技
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、

全
国
的
な
普
及
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

直
径
23
・
５
㎝
、
重
量
１
０
０
ｇ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
デ
ィ
ス
ク
を
投
げ
て
競
う
競
技
で
、
円
形
ゴ

ー
ル
を
狙
う
「
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
競
技
」
と
距
離
を
競

う
「
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
競
技
」
が
あ
り
ま
す
。

団
の
代
表
選
手
の
選
考
会
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

参
加
料
は
、
選
手
１
名
に
つ
き
２
，
５
０
０
円
。

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
８
月
17

日
㈮
ま
で
に
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先　

�

北
海
道
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

連
盟
事
務
局
（
事
務
局
長　

佐
藤
）

　

電
話　
　

０
９
０
―
８
９
０
７
―
２
４
８
６

　

E-m
ail　

ho_ffd@
yahoo.co.jp

　

小
学
生
以
上
で
デ

ィ
ス
ク
を
投
げ
ら
れ

る
方
で
あ
れ
ば
、
健

常
者
、
障
が
い
者
、

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会

は
、
来
年
の
10
月
に

茨
城
県
で
開
催
さ
れ

る
「
第
19
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
の
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
競
技
に
出

場
す
る
北
海
道
選
手

員
雇
用
と
就
業
規
則
に
つ

い
て
」
よ
つ
ば
社
会
保
険

労
務
士
事
務
所　

岡
田
光

次
郎
氏
に
よ
る
講
演
と
な

り
、
ど
の
参
加
者
も
大
変

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

第
２
部
の
「
施
設
外
就

労
に
つ
い
て
」
で
は
、
社

会
福
祉
法
人
朔
風
の
岩
間

安
泰
統
括
施
設
長
に
よ
る

講
演
の
後
、
岩
見
沢
「
社

会
福
祉
法
人
ゆ
あ
み
会
工

房
こ
ぶ
し
・
い
こ
い
」、
苫

小
牧
「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

ル
ー
プ
」、「
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
え
る
む
」
の
３
事
業

所
か
ら
実
践
報
告
が
な
さ
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